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⑴　組織概要 　

事業所名 トノハテクノ株式会社

代表者名 代表取締役社長　殿畑 典弘

所在地 〒311-2434　茨城県潮来市島須3075番地10
電話番号 0299-64-6711
ＦＡＸ番号 0299-64-6713

環境管理責任者 渡辺　次夫
E-mail t-watanabe@tonoha.co.jp

資本金 1億円
従業員数 137名

事業内容 建設機械部品製造
（パワーショベル部品、ホイルローダ部品等）

素材鋼板購入量 39,883 t
鋼板切断量 34,470ｔ
売上高 6,748百万円（2021年度）
事業所の総床面積 5,164㎡
事業所の敷地面積 13,000㎡

⑵　エコアクション21の対象範囲（認証・登録）

サイト　：本社・潮来工場
活動　：建設機械部品製造（パワーショベル部品、ホイルローダ部品等）

⑶　玉造工場について（現在、異なる敷地に工場を新規建設している）

所在地 〒311-3501　行方市芹沢字　1712-2
事業内容 潮来工場より製缶・溶接部門の一部を移管
工期 引渡し（2022年7月）、製造開始（2022年8月）
対象範囲の拡大予定 現在、環境負荷を収集中。2024年度に拡大予定。

弊社は全組織、全活動、全従業員を対象範囲としてエコアクション21に取り
組んでいます。

mailto:t-watanabe@tonoha.co.jp


実施体制
作成日：2022/9/10

代表者 環境管理責任者 営業管理部門責任者 営業管理グループ 
（代表取締役社長） （営業管理部部長） （営業管理部部長） (営業管理部課長)

   (営業管理部主任)

 営業管理部門副責任者 (営業管理部副主任)2名

 （営業管理部課長） 　

(常務取締役工場長) ・全体の指揮管理  ・自部門に係る環境経営活動計画の実施

　　　※緊急責任者 ・環境レポートの作成 　 ･浄化槽管理責任者
(副工場長) ・環境経営目標及び 　
 　環境経営活動計画の策定 ・自部門に係る環境経営目標及び環境経営活動計画の実施 A棟切断仕上げ班　　

・教育訓練の実施 ・教育訓練の実施 (課長)
 ・副責任者は責任者をサポートする (主任)

・環境経営方針の策定  (班長)　
・全体の評価と見直し  (指導員)
・副代表者は代表者をサポートする EA21事務局 (副班長)　

(製造部課長) 　
 　
(営業管理部課長) ・自部門に係る環境活経営動計画の実施
 ・副班長は班長をサポートする
・環境管理責任者の

サポート 出荷班　
（主任）
　
(副班長)　
・自部門に係る環境経営活動計画の実施

・副班長は班長をサポートする
　
機械・塗装班　

(班長)　
(副班長)　
・自部門に係る環境経営活動計画の実施

製造部門責任者 ・副班長は班長をサポートする
（副工場長） 　
 B棟開先班
※緊急責任者 (主任) 
　 (副班長)
　 　

・自部門に係る環境経営活動計画の実施

・副班長は班長をサポートする
       ・自部門に係る環境経営目標及び環境経営活動計画の実施 　
       ・教育訓練の実施 丸胴　溶接プレス班
       ・副責任者は責任者をサポートする (班長)

　
（副班長)

玉造製造部 　
（副工場長） ・自部門に係る環境経営活動計画の実施

　 ・副班長は班長をサポートする
※緊急責任者 　　

　 管理G
　 （課長）

 

       ・自部門に係る環境経営目標及び環境経営活動計画の実施
       ・教育訓練の実施

       ・副責任者は責任者をサポートする

対象範囲外



  基本理念

  行動指針
1. 　 （持続可能な社会）

2. 　 （低炭素社会）

3. 　 （高度循環型社会）

4. 　 （自然共生社会）

5. 　 （クリーンエミッション）

6. 　 （遵法）

わたしたちは適用される環境関連法規などを遵守します。

7. （環境マネジメント）

制定
改訂

　　トノハテクノ株式会社
　　　　　

環境経営方針

2008年3月31日
2017年9月1日

代表取締役社長　殿畑 典弘

わたしたちは、生産、使用、廃棄、リサイクルの全過程で環境負
荷の少ない素材である「鉄」を材料とした製造業に特化し、地球
規模での環境保全とインフラ整備を担う建設機械の主要部品を通
じて、持続可能な社会の実現に貢献します。

建設機械の主要部品製造を推進するため鋼板の切断量を増加さ
せ持続可能な社会の実現に貢献します。

生産性や稼働率を向上させ（切断量当たりの）CO2排出量を削
減する事によって低炭素社会の実現に貢献します。

生産性や稼働率を向上させ（切断量当たりの）資源投入量およ
び廃棄物・リサイクル物等の排出量を削減することによって高
度循環型社会の実現に貢献します。

お客様や地域の皆様に自然とのふれあい体験を提供することに
よって自然共生社会の実現に貢献します。

生産性や稼働率を向上させ（切断量当たり）の化学物質の使用
量、排出量を削減することによってクリーンな生活環境の実現
に貢献します。

上記の事業活動を確実に実行するため、環境経営システム・エ
コアクション21を全組織、全活動に導入してこれを継続的に改
善します。



⑷　環境経営目標

4－1　環境経営方針・環境経営目標・環境経営活動一覧表

中長期目標 今年度目標
2022年度

（2022年9月～2023
年8月）

2021年度
（2021年9月～2022

年8月）

1101
鋼板切断量の増
大（t）

鋼板切断量（t）
2020年度比2％増加

鋼板切断量（t）
2020年度比1％増加

1102
品質の確保

各設備・各作業ごと
の作業手順書の計画
的整備（1件/年・ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ）

各設備・各作業ごと
の作業手順書の計画
的整備（1件/年・ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ）

２
二酸化炭素総排
出量発生抑制、
排出削減（kg-
CO2）

鋼板切断量（t）当
り2020年度比2％削
減

鋼板切断量(t)当た
り2020年度比1％削
減

2101
電力消費量の抑
制と削減（kg-
CO2）

鋼板切断量（t）当
り2020年度比2％削
減

鋼板切断量(t)当た
り2020年度比1％削
減

2102
燃料消費量の抑
制と削減（kg-
CO2）

鋼板切断量（t）当
り2020年度比2％削
減

鋼板切断量(t)当た
り2020年度比1％削
減

3101
一般廃棄物の削
減（t）

鋼板切断量（t）当
り2020年度比2％削
減

鋼板切断量(t)当た
り2020年度比1％削
減

3102
産業廃棄物の削
減（t）

鋼板切断量（t）当
り2020年度比2％削
減

鋼板切断量(t)当た
り2020年度比1％削
減

3103
鋼板スクラップ
等の１００％リ
サイクル（t）

リサイクル率100％ リサイクル率100％

32
水使用量の
抑制と削減

3201
水道水消費量の
抑制と削減(m3)

鋼板切断量（t）当
り2020年度比2％削
減

鋼板切断量当たり
（t）2020年度比1％
削減

4　（自然共生社
会）
お客様や地域の皆
様に自然とのふれ
あい体験を提供す
ることによって自
然共生社会の実現
に貢献します。

41 地域社
会とのふれ
あい

地域社会に貢献 地域社会に貢献 地域社会に貢献

5
（クリーンエミッ
ション）生産性や
稼働率を向上させ
（切断量当たり）
の化学物質の使用
量、排出量を削減
することによって
クリーンな生活環
境の実現に貢献し
ます

51
化学物質の
使用量、排
出量削減

5101
使用化学物質の
適正管理と削減
（kg）

鋼板切断量（t）当
り2020年度比2％削
減

鋼板切断量（t）当
り2020年度比1％削
減

6（遵法）
わたしたちは適用
される環境関連法
規などを遵守しま
す。

61
環境関連法
規制等の遵
守

6101
関連環境法規制
等のリストアッ
プと遵守の定期
的チェック

チェック年1回 チェック年1回

7
（環境マネジメン
ト）上記の事業活
動を確実に実行す
るため、環境経営
システム、エコア
クション21を全組
織、全活動に導入
してこれを継続的
に改善します。

71
環境マネジ
メント

7101
継続的な改善
チェック

チェック年1回 チェック年1回

6101①毎年4月にチェック

7101①毎年4月にチェック

トノハテクノ株式会社

3102①徹底分別による再資
源物の増加による相対的削
減

31
廃棄物排出
量の抑制・
削減と循環
資源の増加

3201①　生産工程及び事務
所での節水

近隣の公園内の清掃と案内
版の作成

3101①徹底分別による再資
源物の増加による相対的削
減

3103①スクラップ落下装置
の改善、ノロと鉄くず分別
方法の改善

5101①品質管理と工程管理
の徹底

２
（低酸素社会）
生産性や稼働率を
向上させ（切断量
当たりの）CO2排
出量を削減する事
によって低炭素社
会の実現に貢献し
ます。

21
二酸化炭素
排出量の抑
制と削減

下記による。

2101①各種節電の徹底

2102①各種省エネの徹底

3
（高度循環型社
会）生産性や稼働
率を向上させ（切
断量あたりの）資
源投入量及び廃棄
物・リサイクル物
等の排出量を削減
することによって
高度循環型社会の
実現に貢献しま
す。

1101①営業促進と歩留り率
の向上

1102①各設備・各作業ごと
の作業手順書の計画的整備
（1件/年・ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

1　（持続可能な
社会）建設機械の
主要部品製造を推
進するため鋼板の
切断量を増加させ
持続可能な社会の
実現に貢献しま

す。

2021年度
（2021年9月～2022年8月）

環境経営方針

環境経営目標
環境経営活動計画

項　　　　　　目 2021年度
（2021年9月～2022年8

月）

11
鋼板建設機
械部品の製

造促進



4−２　環境経営目標の達成状況の確認（実績）

基準値
2020年度

（2020年9月～
2021年9月）

2021年度
（2021年9月～
2022年8月）

実績
達成
状況

34,498

34,470 ほぼ達成

99.9%

 

  

 

35.613

36.994 未達成

103.9%

30.522

32.045 未達成

105.0%

5.091

4.949 達成

97.2%

0.000106

0.000 未達成

137.6%

0.00029419

0.00038000 未達成

129.2%

1.0000

1.0000 達成

100.0%

0.05330279

0.052 達成

97.4%

0.0154

0.016 未達成

103.3%

1.二酸化炭素の排出係数は、東京電力令和2年度調整後排出係数0.441（ｋｇ－co2/kWh)を使用してい
2. 二酸化炭素総排出量の2021年度実績は、1,275,187kg-CO2であった。

 

２
二酸化炭素総排出量発生抑制、排
出削減（kg-CO2）

35.97
鋼板切断量(t)当
たり2020年度比
1％削減

【実績】
上段＝目標値
中断＝実績値
下段＝実績比率

環境経営目標

今年度目標・実績値

1101
鋼板切断量の増大（t）

34,156

2102
燃料消費量の抑制と削減（kg-
CO2）

5.14
鋼板切断量(t)当
たり2020年度比
1％削減

鋼板切断量（t）
2020年度比1％増
加

1102
品質の確保

 

各設備・各作業
ごとの作業手順
書の計画的整備
（1件/年・ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ）

2101
電力消費量の抑制と削減（kg-
CO2）

30.83
鋼板切断量(t)当
たり2020年度比
1％削減

3103
鋼板スクラップ等の１００％リサ
イクル（t）

1.0000
リサイクル率
100％

3101
一般廃棄物の削減（t）

0.00011
鋼板切断量(t)当
たり2020年度比
1％削減

3102
産業廃棄物の削減（t）

0.00030
鋼板切断量(t)当
たり2020年度比
1％削減

鋼板切断量(t)当
たり2020年度比
1％削減

3201
水道水消費量の抑制と削減(m3)

0.05384
鋼板切断量(t)当
たり2020年度比
1％削減

5101
使用化学物質の適正管理と削減
（kg）

0.01555



4−３　環境経営目標の実績評価

ほぼ達成

 

未達成

未達成

達成

未達成

未達成

達成

達成

未達成

います。

 

特に無し 維持継続

達成状況

目標の設
定方法や
レベル設
定の問題

２
二酸化炭素総排出量発生抑制、排
出削減（kg-CO2）

次年度の
目標設定
の考え方
の課題

取組方法の
問題点

環境経営目標

適切な数
値管理

社内指導
の徹底

社内指導の
徹底

次年度の取
組方法の考
え方

メインユー
ザー向けの
受注に左右
される

生産性向
上

メインユー
ザー向けの
受注に左右
される

1101
鋼板切断量の増大（t）

メインユー
ザーからの
受注をいか
にこなすか

1102
品質の確保

妥当レベ
ル

数量増以
上に購入
電力が増
えた

バッテリー
フォークの
購入

社内指導の
徹底

2101
電力消費量の抑制と削減（kg-
CO2）

妥当レベ
ル

台車の利
用

持ち帰り
の徹底

分別の推進
分別の推進
と持ち帰り
の徹底

2102
燃料消費量の抑制と削減（kg-
CO2）

特に無し 現状継続

妥当レベ
ル

数量増以
上に購入
電力が増
えた

無駄な電力
の見直し

現状継続

3103
鋼板スクラップ等の１００％リサ
イクル（t）

バッテリー
フォークの
利用

3101
一般廃棄物の削減（t）

特になし

特になし
鉄パレッ
トの有効
利用

3102
産業廃棄物の削減（t）

5101
使用化学物質の適正管理と削減
（kg）

メインユー
ザー向けの
受注に左右
される

現状継続

扱い重量増
による木パ
レットの廃
棄増

パレットの
有効利用

妥当レベ
ル

現状継続 特に無し 現状継続

特に無し 現状継続

3201
水道水消費量の抑制と削減(m3)

妥当レベ
ル

現状継続



⑸　環境経営活動計画

５−１　環境経営活動計画の実施状況と取組結果の評価

５−２　次年度の取組内容について

5-1及び5-2をあわせて、次表のようにまとめます。

スケジュー
ル遅延有無

責任者・担
当者の設定

取組方法是
正有無

1101
鋼板切断量の増大
（t）

○ ○ ○

1102
品質の確保 ○ ○ ○

２
二酸化炭素の発生抑
制、排出削減（kg-
CO2）

○ ○ ○

2101
電力消費量の抑制と削
減（kg-CO2）

○ ○ ○

2102
燃料消費量の抑制と削
減（kg-CO2）

○ ○ ○

3101
一般廃棄物の削減
（t）

○ ○ ○

3102
産業廃棄物の削減
（t）

○ ○ ○

3103
鋼板スクラップ等の１
００％リサイクル
（t）

○ ○ ○

3201
水道水消費量の抑制と
削減(m3)

○ ○ ○

51
使用化学物質の適正管
理と削減（kg）

○ ○ ○

6101
関連環境法規制等のリ
ストアップと遵守の定
期的チェック

○ ○ ○

左記を継続する。

6101①毎年4月にチェック

3102①徹底分別による再
資源物の増加による相対
的削減

下記による。

2101①各種節電の徹底

2102①各種省エネの徹底

3201①　生産工程及び事
務所での節水

3101①徹底分別による再
資源物の増加による相対
的削減

3103①スクラップ落下装
置の改善、ノロと鉄くず
分別方法の改善

5101①品質管理と工程管
理の徹底

次年度の取組内容に
ついての方針

環境経営目標 環境経営活動計画

評価項目

1101①品質管理と営業促
進

1102①品質管理と工程管
理の徹底

左記を継続する。

左記を継続する。

左記を継続する。

左記を継続する。

左記を継続する。

左記を継続する。

左記を継続する。

左記を継続する。

左記を継続する。

左記を継続する。



(6)　環境関連法規等の遵守状況の確認結果並びに違反、訴訟等の有無

6-1 主な環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

環境関連法規等 要求事項の概要 評価結果

1 廃棄物処理法 委託契約書、マニフェスト管理票の管理、他 遵守

2 浄化槽法 水質検査 １年毎 遵守

3 消防法 危険物の指定数量管理 遵守

6-2 環境関連法規等に関して、違反、訴訟等は過去１年間、ありませんでした。

6-3 外部情報に関して、外部からの環境に関する苦情や要望は過去１年間、ありませんでした。

(7)　弊社の記録の管理方法

弊社の環境関連の記録類に」つきましては、環境管理者が3年間保管し、以後はリサ

イクルの推進を配慮して、廃棄方法を適正に選択し、処理しています。



(8)　代表者による全体評価と見直しの結果

8-1　前回の指示への取組結果について

　　前回の指示が、今年度の活動に取り入れられていると判断します。

8−２　今回の指示

変更の必要
性

環境経営経営システム 不要

環境経営方針 不要

今年度 不要

中長期 不要

環境経営活動計画 不要

是正処置の実施 要

予防処置の実施 不要

環境関連法規等の遵守 不要

現状継続でよい

現状継続でよい

見直し項目 環境管理責任者への指示事項

現状継続でよい

環境への取組

現状継続でよい

環境経営目標

現状継続でよい

現状継続でよい

現状継続でよい

鋼板切断量増以上に電力量、産業廃
棄物が増えているため、さらに効率
化を目指す。



8−３　今回の評価結果

環境経営目標 達成状況
目標の設定方法や
レベルの問題点に
ついて

目標未達成の
原因について

今後の改善点に
ついて

1101
鋼板切断量の増大（t）

ほぼ達成

目標設定、レベル
とも問題無いがメ
インユーザーの受
注に左右される

目標設定、レベ
ルとも問題無い
がメインユー
ザーの受注に左
右される

作業効率を上げ
る

1102
品質の確保

 
目標設定、レベル
とも問題無し

社内指導の徹
底

社内指導の徹底

２
二酸化炭素総排出量発生抑
制、排出削減（kg-CO2）

未達成
目標設定、レベル
とも問題無し

ユーザーの受
注に左右され

る

台車の利用の徹
底

2101
電力消費量の抑制と削減
（kg-CO2）

未達成
目標設定、レベル
とも問題無し

ユーザーの受
注に左右され

る

無駄な電力使用
削減の徹底

2102
燃料消費量の抑制と削減
（kg-CO2）

達成
目標設定、レベル
とも問題無し

 
電動フォーク使

用増

3101
一般廃棄物の削減（t）

未達成
目標設定、レベル
とも問題無し

持ち帰りの徹
底

持ち帰りの徹底

3102
産業廃棄物の削減（t）

未達成
目標設定、レベル
とも問題無し

作業量増によ
る木パレット
廃棄の量が増

えた

鐵パレットの利
用を増やす

3103
鋼板スクラップ等の１００％
リサイクル（t）

達成
目標設定、レベル
とも問題無し

 現状継続でよい

3201
水道水消費量の抑制と削減
(m3)

達成
目標の設定は今年
度を基準としてか
んがえる

　
生産設備以外の
節水

5101
使用化学物質の適正管理と削
減（kg）

未達成
目標設定、レベル
とも問題無し

 現状継続でよい


	表紙
	目次
	組織概要
	実施体制
	環境経営方針
	環境経営目標
	実績と評価
	環境経営活動計画
	環境関連法規
	代表見直し 
	代表評価 

